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開催地 開催日 会場

石巻
5月26日（日）
10月12日（土）

石巻専修大学
＊5月は定期総会と同時開催

秋田 6月 2日（日）秋田ビューホテル

東京（神田） 6月 2日（日）専修大学神田キャンパス

福島 6月 9日（日）ザ・セレクトン福島

青森 6月16日（日）ホテルJALシティ青森

山形 6月16日（日）山形国際ホテル

岩手（北上） 6月16日（日）ホテルシティプラザ北上

宮城（仙台） 6月30日（日）TKPガーデンシティ仙台

九州（熊本） 7月14日（日）専修大学玉名高校

　保護者の会である育友会では、学生生活の様子や学

業・進路についての質問に答える支部懇談会を全国で

開催する。今年度の日程、会場は下表の通り。

　問事務課育友会係　☎0225・22・7742
 E-mail:ikuyu@isenshu-u.ac.jp

育友会支部懇談会

　
第
58
回
東
北
学
生
弓
道
大

会
が
４
月
13
、
20
の
２
日

間
、
宮
城
県
第
二
総
合
運
動

場
近
的
場
（
仙
台
市
）
で
行

わ
れ
、
男
子
個
人
で
佐
々
木

颯
は
や
て

さ
ん
（
経
営
４
・
宮
城
県

岩
出
山
高
）
が
準
優
勝
、
女

子
個
人
で
坂
本
麻
衣
さ
ん

（
経
営
４
・
秋
田
県
角
館

高
）
が
３
位
に
入
賞
し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
優
勝
決
定

を
決
め
る
射
詰
決
中
（
八
寸

的
）
に
勝
ち
残
っ
た
が
、
惜

し
く
も
優
勝
を
逃
し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
「
結
果
を

残
す
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
。
今
後
は
、
団
体
戦
で
上

位
に
進
出
で
き
る
よ
う
に
チ

ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
２
位

東
北
学
生
弓
道

南
東
北
大
学
野
球

春
季
リ
ー
グ
戦

６
勝
４
敗
３
位

　
南
東
北
大
学
野
球
春
季
リ

ー
グ
戦
が
５
月
12
日
に
終
了

し
、
硬
式
野
球
部
は
６
勝
４

敗
の
３
位
と
な
っ
た
。

　
開
幕
戦
（
４
月
13
日
、
対

日
本
大
学
工
学
部
）
は
エ
ー

ス
の
菅
野
一
樹
さ
ん
（
経
営

４
・
宮
城
県
聖
和
学
園
高
）

が
完
封
し
、
３
｜
０
で
勝

利
。
勢
い
に
乗
り
、
４
連
勝

し
た
が
東
北
公
益
文
科
大
に

連
敗
し
た
こ
と
が
響
い
た
。

　
し
か
し
、
開
幕
か
ら
ル
ー

キ
ー
２
人
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の

座
を
つ
か
む
な
ど
、
今
後
に

期
待
を
抱
か
せ
る
。
捕
手
と

し
て
投
手
陣
を
支
え
た
角
田

麗
斗
さ
ん
（
経
営
１
・
岩
手

県
専
大
北
上
高
）
は
「
貴
重

な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
経
験
を
秋
季
リ
ー

グ
戦
に
生
か
し
、
優
勝
を
目

指
す
」と
手
応
え
を
語
っ
た
。

　
三
塁
手
の
作
山
瑞
季
さ
ん

（
経
営
１
・
青
森
県
八
戸
学

院
光
星
高
）
は
福
島
大
戦

（
４
月
20
日
）
で
本
塁
打
、

山
形
大
戦
（
５
月
５
日
）
で

三
塁
打
を
放
つ
な
ど
活
躍
。

「
試
合
に
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
先
輩
に
支
え

ら
れ
た
お
か
げ
。
信
頼
さ
れ

る
選
手
を
目
指

し
、
チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
て
い

く
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
今

後
の
練
習
に
取

り
組
む
」
と
話

し
た
。

　
安
部
建
人
主

将
（
経
営
４
・

新

潟

県

北

越

高
）
は
「
応
援

に
応
え
ら
れ
ず
、
悔
し
い
。

自
分
は
今
季
で
引
退
す
る

が
、
後
輩
た
ち
に
は
秋
季
優

勝
、
明
治
神
宮
野
球
大
会
出

場
を
果
た
し
て
ほ
し
い
」
と

夢
を
託
し
た
。

　
経
営
学
部
の
３
年
次
生
が

特
別
聴
講
生
と
し
て
専
修
大

学
経
営
学
部
で
学
ぶ
国
内
留

学
。
２
０
１
９
年
度
は
初
の

女
子
学
生
３
人
を
含
む
７
人

が
神
奈
川
県
川
崎
市
の
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
講
義
や
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
、
サ
ー
ク
ル
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
（
留
学

期
間
は
８
月
末
ま
で
）。
女

子
学
生
３
人
に
抱
負
や
こ
こ

ま
で
の
留
学
生
活
を
聞
い

た
。

　「
多
く
の
人
と
出
会
い
、

広
い
視
野
か
ら
知
識
を
身
に

つ
け
た
か
っ
た
」
と
参
加
の

動
機
を
話
す
齋
藤
ひ
か
り
さ

ん
（
宮
城
県
石
巻
市
立
桜
坂

高
）
。
人
事
労
務
管
理
が
テ

経営学部国内留学

新鮮、充実の日々

初
の
女
子
学
生
３
人

ー
マ
の
廣
石
忠
司
ゼ
ミ
に
所

属
。「
新
し
い
環
境
に
慣
れ

る
の
は
大
変
だ
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
、
興
味
あ
る
科
目
を
楽
し

み
な
が
ら
学
ん
で
い
る
。
期

間
中
に
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に

行
っ
て
多
く
の
こ
と
を
体
験

し
た
い
」
と
意
欲
を
語
る
。

　
結
城
湖
々
さ
ん
（
宮
城
県

古
川
黎
明
高
）
は
、
倉
持
俊

弥
ゼ
ミ
で
国
際
経
済
問
題
を

学
ぶ
。「
授
業
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
多
く
、
意
見
を
求

め
ら
れ
る
た
め
、
考
え
を
持

っ
て
参
加
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
る
」
と
言
う
。
授
業

以
外
で
は
図
書
館
や
就
職
課

で
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
、

施
設
を
積
極
的
に
活
用
。

「
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
生

活
を
楽
し
み
た
い
。
実
家
を

離
れ
て
の
生
活
は
初
め
て
だ

が
、
国
内
留
学
の
メ
ン
バ
ー

で
助
け
合
っ
て
、
楽
し
く
過

ご
せ
て
い
る
」
と
振
り
返
っ

た
。

　
金
成
洙
ゼ
ミ
で
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
を
学
ぶ
高
橋
彩
夏
さ

ん
（
岩
手
県
水
沢
高
）
は
、

「
ゼ
ミ
に
活
気
が
あ
り
、
み

ん
な
の
や
る
気
に
刺
激
を
受

け
て
い
る
」
と
話
す
。
小
学

校
の
頃
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
続
け
て
お
り
、
専
修
大
学

笑
顔
で
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
学
生
生
活
を
語
る
齋
藤
さ

ん
、
高
橋
さ
ん
、
結
城
さ
ん

（
左
か
ら
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
会
に
入

会
し
た
。「
大
会
に
も
出
場

し
、
良
い
結
果
を
残
し
た

い
」
と
語
り
、「
学
食
は
メ

ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
お
い
し

い
。
入
居
し
て
い
る
研
修
館

も
設
備
が
整
っ
て
い
て
快

適
」
と
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
生
活
を
満
喫
し
て
い
る
。

【
ほ
か
の
参
加
学
生
】

※
カ
ッ
コ
内
は
出
身
高
校

▽
木
村
真
陸
さ
ん
（
山
形
県

山
形
工
業
高
）

▽
森
谷
大
輝
さ
ん
（
山
形
県

村
山
産
業
高
）

▽
佐
々
木
颯

か
け
る

さ
ん
（
茨
城
県

第
一
学
院
高
萩
校
）

▽
荒
谷
朋
匡
さ
ん
（
宮
城
県

泉
松
陵
高
）

　
石
巻
専
修
大
学
で
は
、
日

本
人
学
生
と
留
学
生
が
協
力

し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取

り
組
み
、
相
互
理
解
を
深
め

る
全
学
共
通
の
「
国
際
体
験

研
修
（
異
文
化
体
験
型
）」

を
開
講
し
て
い
る
。
全
学
部

の
学
生
が
履
修
で
き
る
講
義

で
、
今
年
度
は
日
本
、
中

国
、
ベ
ト
ナ
ム
の
学
生
が
参

加
。
互
い
の
文
化
を
学
ぶ
と

と
も
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の

国
際
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　
４
月
26
日
に
行
わ
れ
た
第

３
回
講
義
で
は
、
自
己
紹
介

を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
。
履
修
生
た

ち
は
事
前
に
作
成
し
た
ス
ラ

イ
ド
を
用
い
て
、
自
分
の
趣

味
や
出
身
地
の
特
徴
な
ど
を

紹
介
し
た

写

真
。
今
後
は
各
地

の
生
き
物
、
文
学

と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
、
身
近
な
出
来

事
に
関
す
る
統
計

な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
取
り
上
げ
、

国
や
地
域
に
よ
る

違
い
を
探
る
。

　
佐
藤
大た

琉る

さ
ん

（
人
間
１
・
宮
城

県
岩
ケ
崎
高
）
は

「
新
入
生
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

留
学
生
と
話
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
も
っ
と
交
流

し
た
い
と
考
え
た
。
講
義
を

通
し
て
文
化
の
違
い
を
理
解

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

身
に
つ
け
た
い
」
と
話
し

た
。
今
野
友
貴
さ
ん
（
人
間

１
・
茨
城
県
第
一
学
院
高
萩

校
）
は
「
面
白
い
講
義
だ
と

思
い
受
講
し
た
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
中
国
か
ら
留
学
し
た
張

チ
ョ
ウ

啓ケ
イ

媛エ
ン

さ
ん
（
経
営
１
）
は
「
卒

業
後
は
日
本
で
通
訳
と
し
て

活
躍
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
と
日
本
語
能
力
を
高
め

た
い
」
と
受
講
に
意
欲
的
。

　
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
日
し
た

ラ
イ
・
テ
イ
・
フ
エ
さ
ん

（
経
営
１
）
は
「
先
生
方
が

と
て
も
熱
心
で
、
楽
し
く
受

講
し
て
い
る
。
経
営
学
な
ど

の
専
門
知
識
を
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、
こ
う
い
っ
た
授
業
や

学
生
生
活
を
通
し
て
日
本
の

こ
と
を
理
解
し
た
い
」
と
言

う
。

国際体験研修

　
保
育
士
や
教
員
の
免
許
取

得
を
目
指
す
全
学
部
の
学
生

を
対
象
に
、
保
育
士
・
教
員

養
成
セ
ン
タ
ー
（
笹
原
英
史

セ
ン
タ
ー
長
）
で
は
、
教
員

採
用
試
験
対
策
講
座
を
開
講

し
て
い
る
。
学
年
ご
と
に
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

採
用
試
験
合
格
に
向
け
、
学

生
を
手
厚
く
支
援
す
る
。

　
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

２
年
次
ま
で
に
教
育
法
規
、

教
育
原
理
、
教
育
心
理
、
教

育
史
と
い
っ
た
「
教
職
教

養
」
を
学
習
す
る
。
３
年
次

は
教
育
実
習
を
見
据
え
た
専

門
知
識
の
習
得
、
音
楽
や
体

育
な
ど
の
実
技
レ
ベ
ル
の
向

上
に
取
り
組
む
。
４
年
次
は

過
去
問
を
中
心
に
試
験
対
策

を
行
い
、
一
次
試
験
終
了
後

は
、
論
文
、
面
接
、
模
擬
授

業
に
重
点
を
置
き
二
次
試
験

に
備
え
る
。

　
２
０
１
３
年
の
セ
ン
タ
ー

開
設
以
来
、
多
く
の
学
生
が

講
座
を
受
講
。
確
か
な
指
導

プ
ラ
ン
で
確
実
に
成
長
し
、

卒
業
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

機
関
で
活
躍
し
て
い
る
。

　
赤
間
翔
吾
さ
ん
（
人
間
３

・
宮
城
県
仙
台
育
英
学
園

高
）
は
「
２
年
次
後
期
か
ら

本
格
的
に
受
講
し
て
い
る

が
、
先
生
の
説
明
が
詳
し

く
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と

を
効
率
良
く
復
習
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
」と
語
っ
た
。

　
小
・
中
学
校
の
校
長
を
務

め
た
経
験
を
生
か
し
、
指
導

に
力
を
注
ぐ
有
見
正
敏
特
任

教
授
は「
講
座
だ
け
で
な
く
、

授
業
の
空
き
時
間
や
長
期
休

暇
中
に
行
う
宿
泊
研
修
な
ど

で
も
試
験
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
得
意
、
不
得
意
は
一
人

ひ
と
り
異
な
る
た
め
、
早
い

時
期
か
ら
自
覚
さ
せ
て
取
り

組
む
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
教
育
現
場

で
活
躍
す
る
卒
業
生
を
輩
出

で
き
る
よ
う
、
学
生
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
」と
話
し
た
。

免
許
取
得
へ
特
別
講
座

保
育
士
・
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー

有見特任教授の講義を聞く履修生

中国、ベトナムの学生と文化交流

打
撃
で
貢
献
し
た
作
山
さ
ん

５
月
５
日


